
症例2解説
病理組織診断 Diffuse large B cell lymphoma, GCB type

国立病院機構沖縄病院

気管支粘膜下に異型細胞が接着性乏しく、びまん性に増殖しています。
異型細胞は裸核状で、小型の核小体を有します。
異型細胞はLCA(+), CD20(+), CD3(散在性に+, 反応性のT細胞と思われる), 
AE1/AE3(-), SALL4(-)、 Ki-67 labeling index：50%程度。bcl-2(+), bcl-6(+), MUM1(-
), TdT(-), Cyclin D1(-), CD23(-), CD10(-)である。形態と合わせて、
DLBCL, GCB typeと考える。

GCB ：Germinal center-cell-like
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Ki-67（MIB-1） labeling index：50%程度



陽性 陰性
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細胞診断 Atypical cells 判定 Suspicious

検体は気管支擦過標本で4枚採取され、塗抹細胞量はやや少な
めです。成熟リンパ球を認める背景にN/C比の高い大型のリン
パ球様の異型細胞を孤立散在性に複数認めます。大きさからは
小細胞癌があげられますが、上皮性結合は確認できず、鑑別と
して悪性リンパ腫があげられます。またこれとは別に大型の異
型細胞もごく少数認めます。組織での確診を希望します。

【所見】
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矢印：一見、木目込み細工様にも見え
るが結合性に乏しい



矢印：結合性は見られない
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矢頭：症例によっては、小細胞癌でも孤立散在性に出現するこ
ともある。



Diffuse large B cell lymphoma
p肺原発悪性リンパ腫は、肺原発腫瘍の0.3-0.4%、節外性リンパ腫の3%以
下と比較的稀な疾患である1)。

p肺リンパ腫の70-80%はMALT lymphomaで、気管支随伴リンパ組織から
発生したと考えられ、比較的予後は良い。残り大部分はdiffuse large cell 
B-cell lymphomaでhigh-gradeに相当し、やや予後が悪い1),2) 。

p肺原発の悪性リンパ腫はしばしば肺小細胞癌との鑑別に苦慮すること
もある1),3),4)。孤在性の異型細胞を認めた場合は、悪性リンパ腫を含む
非上皮性腫瘍も念頭に入れる必要がある。
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